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 指定  昭和40年３月25日 
 面積  27,572ha 

丹沢大山国定公園の概要 

： 公園区域 

神奈川県 



– 構造山地 

– 造山活動による複雑な地形地質及び入り組んだ水系 

– ブナ林が育む多様な生物 

– 古来からの山岳信仰地 

丹沢大山遠景 

ブナと渓谷の山岳景観と山岳信仰の丹沢山地 

蛭ヶ岳（ひるがだけ） 

丹沢山付近の 

ブナ林 

阿夫利（あふり）神社 



丹沢大山国定公園 経緯 

 

昭和40年 ： 丹沢大山国定公園指定 
昭和60年 ： 公園区域及び公園計画の全般的な 
         見直し（再検討） 
平成 ４，７，18年 ： 利用施設計画の変更 
             （一部変更） 
平成20年 ： 保護施設計画及び利用施設計画の 
        変更（一部変更） 



今回変更の概要 

○首都圏に位置することから、登山やハイキング等を目的に年間 

  約190万人の利用者が訪れている。最近の登山ブームの影響 

  から、登山初心者の若者や、鉄道やマイカーを利用した日帰り 

    登山の利用が増加している。 

○登山者が特定の歩道に集中したり、利用者の踏圧等による植 

  生衰退に起因する土壌流出などが起こっている。 

 

背景 

○現状にあわせた利用施設計画の変更 
 ・現在の利用状況に見合った施設を追加するとともに、廃止され 

   た施設や公園利用上の必要性が乏しい施設の計画を削除する 

   もの。 



秦野市堀山下 大倉高原地区 
 利用施設計画の変更 
 

大倉高原 野営場 

終 

追加－大倉高原線道路（歩道） 

起 

追加 
追加－大倉高原 宿舎 

追加－大倉高原 野営場 

大倉高原 宿舎 

大倉高原線道路（歩道）終点 

大倉尾根線道路 

（歩道） 

赤：今回追加路線 

青：既存路線 



秦野市寺山 ヤビツ峠 
 利用施設計画の変更 
 

変更（整備方針）－ 

ヤビツ峠休憩所 

丹沢山から大山・相模湾方面 

大山 

岳ノ台 

塔ノ岳 

ヤビツ峠休憩所 



厚木市七沢・不動尻、 
清川村煤ヶ谷（すすがや）、 
伊勢原市大山 
 利用施設計画の変更 
 

終 

起 

変更（整備方針）－ 

物見峠不動尻線道路
（歩道） 

削除－不動尻 野営場 

不動尻野営場 

跡地 

青：既存路線 

変更（整備方針）－ 

不動尻大山線道路（歩道） 

起 

終 

大山 

物見峠 

不動尻 

物見峠不動尻線(終点) 不動尻大山線(経由地) 



相模原市鳥屋・黍殻山 
        （きびがらやま） 
 利用施設計画の変更 
 

削除－大平 野営場 

大平野営場 

跡地 

青：既存路線 

変更（整備方針）－ 

大平黍殻山線道路（歩道） 

起 

終 

黍殻山 

大平黍殻山線
(起点) 



清川村 

 利用施設計画の変更 
 

本谷丹沢山線 

赤：今回追加路線 

追加－本谷 

丹沢山線 

道路（歩道） 

起 

終 

丹沢山 

ケヤキ沢線 
追加 

追加 

追加 

追加 

起 

終 

起 

終 

起 終 

追加－ケヤキ沢線 

道路（歩道） 

追加－堂平線 

道路（歩道） 

追加－青藤 

高畑山線道路
（歩道） 

堂平線 

青藤高畑山線 

塔ノ岳 

高畑山 

新大日 



山北町 

 利用施設計画の変更 
 

変更－東海自然
歩道（歩道） 

起 

終 

中川大滝峠上 変更－石棚山稜線 

道路（歩道） 

青：既存路線 

終 

起 

終 

終 

変更－同角山稜線 

道路（歩道） 
畦ヶ丸 

玄倉 
・ユーシン 

※いずれも区域表記や 

  整備方針の変更 

石棚山稜線 

同角山稜線 



秦野市、松田町、山北町 
 利用施設計画の変更 
 

終 

変更－二俣鍋割線道路（歩道） 

起 

削除 

青：既存路線 

  点線：削除箇所 

鍋割山 

二俣鍋割線 削除部分 

（国有林林道） 



山北町 

 利用施設計画の変更 
 

削除－玄倉山神峠線 

道路（歩道） 

青：既存路線 

起 

終 

削除 

鍋割山等 

玄倉山神峠線道路（通行止めの状況） 



丹沢大山国定公園の 
公園計画の変更を受けた今後の取組 

• 登山者等の増加等、利用の現況あわせて適
切な管理と適正な利用を進める。今回追加し
た大倉高原の宿舎及び野営場については、
本格的な登山利用者に加え、里山の自然環
境や景観を楽しむ人のための拠点施設として
も活用していく。 

• また登山者の増加やシカの採食圧の増加に
より生じている土壌流失等に対応するため、
木道の整備や土壌流出対策等を進める。 


